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ミニ・フォーラム
テーマ：会員増強の具体策

新旧会長挨拶 

河合　　洋 直前会長

小野澤亮介 新会長

本日の例会

理事会報告

1．会長方針について

小野澤会長から、①ひとりひとりがクラブの活

動に携われるようにすることを目指している。

②会員増強元年の年としたい等の話がありました。

2．第１回クラブフォーラムについて（7月 13 日）

小野澤会長から、①ひとりひとりが会員増強に

対して具体的にどのように考えているのかアイ

ディアを聞きたい。②退会防止をどうするかつ

いても会員の意見を聞きたい等の話がありました。

3．会員結婚記念日祝いについて

結婚記念日祝いを廃止し、特別記念祝いとする

ことが承認されました。

4．シミズオクト主催の東北少年野球大会に対する

後援について

シミズオクトが主催して福島県で開催される東

北震災復興支援少年野球大会に対して当クラブ

が後援することが承認されました。

5．次回の理事会の日程　　　　　　　　　

8月 3日 11 時 30 分。

次回の卓話（7月 20日）

7 月 6 日　第 1188 回例会報告

卓 話

ハンマータッチ

河合直前会長

小野澤新会長

会長報告

1．皆様にご協力をいただきました「熊本地震災害

支援金」について、地区より報告がありました。

地区内ロータリークラブ、海外姉妹クラブから

8,347,236 円の支援金があつまり、第 2720 地区

が設置した「熊本地震総合支援室」へ 6 月 24 日

付けにて送金された。との事です。

被災地の速やかな復興を祈念いたしたいと思い

ます。

「救急医療を上手く利用するには」

橋口　尚幸　様教　授

順天堂医院　救急科

紹介者　渡辺新吉会員

週 報



ニコニコＢＯＸ

＊小野澤亮介会員

本日より１年間どうぞよろしくお願い致します。

河合さん、櫟本さん、大変お疲れ様でした。小出

さん、井田さんサポート宜しくお願い致します。

＊小出　豊会員

小野澤会長、井田幹事一年間よろしくお願い致し

ます。河合さん、櫟本さん１年間ありがとうござ

いました。

＊井田吉則会員

本年度の幹事を務めさせていただきます。一年間

宜しくお願い致します。

＊河合　洋会員

小野澤会長、井田幹事、１年間宜しくお願い致し

ます。

＊清水卓治会員

本日例会欠席させて頂きます。私は現在モンゴル

の草原の風に吹かれております。今週は選挙です

ね、野球大会で大変お世話になった堀内さんの応

援も宜しくお願いします。

＊古関伸一会員

河合前会長、櫟本前幹事、１年間有難うございま

した。小野澤新会長、井田新幹事、よろしくお願

いします。

＊塙　弘道会員

前河合会長、前櫟本幹事ご苦労様でした。小野澤

会長、井田幹事よろしくお願いします。

＊櫟本健夫会員

今期、SAA をつとめさせて頂きます。今期はみん

なが参加したくなるような明るく楽しい例会にな

るようにしていければと思います。そのためには、

まずみなさんでお互いに大きな声であいさつをか

わすことから始めては如何でしょうか？また、お

気づきの事があれば、遠慮なく私にご意見をお願

いします。

＊熊井　寛会員

３人目の孫が生まれ、先日お宮参りに行ってきま

した。孫は女女女で、そろそろ男の子が欲しいで

す。

＊廣瀬英昭会員

小野澤会長年度になり、おめでとうございます。

河合前会長もお疲れ様でした。松下会長エレクト

もよろしくお願いします。

＊長久保スミ子会員

前会長、幹事、理事、会計の方々、お疲れ様でした。

＊大住省一会員

申し訳有りません。小野澤新年度始まったばかり

ですが、早退させて戴きます。ハンマータッチの

響を聞きながら。

＜新会員紹介＞

土井　良一　会員

職業分類：47　ラジオ ･テレビ

　（ケーブルテレビ）

事業所：東京ケーブルネットワーク㈱

役　職：代表取締役社長執行役員

所在地：東京都文京区後楽 1-1-7

グラスシティ後楽

推薦者：棟田和博会員

塙　弘道会員

出 席

会員数：50名　欠席出席免除者：5名　出席数：35名

欠席数：10 名　出席率：77.78％

6 月 22 日修正後出席率：80.00％

ヴィジター：1名

クラブゲスト：孔　玲玲さん（米山奨学生）

幹事報告

1．7 月のロータリーレートは 1 ドル＝ 102 円となり

ます。

2．各種ご案内を各テーブルに配布いたしました。

3．東京北ロータリークラブより、65 周年記念誌を

恵贈いただきましたので、回覧いたします。

4．8 月 7 日（日）に開催される、「第 53 回インター

アクト年次大会」のパンフレット　をメールボッ

クスへ配布いたしましたので、ご確認下さい。

5．地区より、カウンセラー、米山奨学生宛に「米

山梅吉記念館 訪問ツアーのご案内」が届きまし

た。日時　2016 年 9 月 3 日（土）大型バスでの

日帰りツアーになります。

登録料は、1 人 15,000 円です。カウンセラー以

外でも参加可能です。

詳細並びに参加ご希望の場合は、クラブ事務局

へご連絡下さい。　

6．7月 5日 (火 )「第 1回　地区研修会」が開催され、

河合会員、松下会員が出席されました。

7．例会関連委員会の皆様のメールボックスへ例会

関連委員会打合せのご案内を配布いたしました。

ご出欠をクラブ事務局へご返信下さい。

2．今年度の地区出向者の方に委嘱状が届いており

ますので、お渡しいたします。

・地区青少年奉仕副委員長　松岡　浩会員

・地区青少年奉仕委員 松下和正会員

・地区職場体験 ･ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員　澤部利藏会員

以上です。よろしくお願いいたします。

3．最後になりましたが、2016-2017 年度　理事 ･ 役

員の方々をご紹介いたします。

ニコニコＢＯＸ 43,000 円

累　　計	 43,000 円



本日の例会にて、

ロータリー財団寄付	 3 名	 40,000 円
米山特別寄付	 1 名	 10,000 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

7 月分　他クラブ情報
―休会―

7 月 18 日（月）	 東京池袋西 RC

26 日（火）	 東京板橋 RC

29 日（金）	 東京板橋ｾﾝﾄﾗﾙ RC

―移動例会に変更―

7 月 21 日（木）	 東京江戸川中央 RC、

	 東京ベイ RC（事業所見学）

22 日（火）	 東京板橋 RC

	 　（夏季懇談会に移動例会）

26 日（火）	 東京武蔵野 RC

以上

米山梅吉記念館 訪問ツアーのご案内

米山梅吉記念館をロータリアン・奨学生で訪問し、

日本のロータリーの父である米山梅吉翁を奨学生に

知ってもらい、日頃よりクラブの皆さんにお世話に

なっている奨学生との交流を尚一層深めていただく

為に一日バスハイクという形でツアーが開催されま

す。

米山梅吉記念館訪問後、地元の「沼津柿田川 RC」

のご支援で、柿田川湧水保全の会のご協力を頂き、

柿田川の歴史や動植物の生態に関するセミナー、柿

田川公園内での清掃活動を行う、プログラムとなっ

ております。

カウンセラーの方々だけでなく、世話クラブの

ロータリアンの皆様も、参加可能ですので、ご希望

の方は、クラブ事務局へご連絡下さい。　　　敬具

記

日　　時	 2016 年 9 月 3 日（土）

集合場所	 新宿駅西口工学院大学前（大型バス 2 台

をチャーターしています）

行　　程	 8 時新宿駅西口出発～

10 時 30 分米山梅吉記念館着

（資料室見学及び墓参り）

13 時 20 分米山梅吉記念館出発 

13 時 45 分柿田川公園着

16 時 15 分時柿田川公園出発～

19 時新宿駅西口着後解散

登 録 料　ロータリアン 1人 15,000 円　

国際ロータリー会長
ジョン・ジャーム氏に聞く

7月1日に国際ロータリー（RI）会長に就任するジョ

ン F. ジャーム氏は、ロータリーに入会して今年で

ちょうど 40 年になります。この間で一番知られて

いるジャーム氏の業績は、おそらく「ロータリーの

2億ドルのチャレンジ」の指揮に当たったことでしょ

う。ビル＆メリンダ・ゲイツ財団からの上乗せ補助

金に後押しされたこの募金キャンペーンで、2011 年、

ロータリアンは、ポリオ予防接種活動のために目標

額を上回る 2 億 2,870 万ドルを集めました。「目標

を達成できると信じて疑わなかった」というジャー

ム氏。「ロータリアンはいつでも惜しみない支援を

寄せてくれますから」と言います。事実、ジャーム

氏による初期のリーダー的役割の一つが、ポリオ撲

滅のための募金でした。1976年にアメリカ・テネシー

州チャタヌーガ・ロータリークラブ（RC）に入会し

たジャーム氏は、「1983 年にクラブ幹事を頼まれる

まで、例会に出席する以外は何もしていなかった」

と言います。「その後、ポリオ募金キャンペーンの

地区共同委員長に就任するよう頼まれました」。そ

れから、ロータリー漬けの日々が始まりました。「積

極的になればなるほど、素晴らしい活動を目にする

機会が増え、もっと関わりたくなるのです」。以来、

RI 副会長、RI 理事、ロータリー財団管理委員と副

管理委員長、RI 会長エイドを歴任。ジュディー夫人

とともにアーチ C. クランフ・ソサエティにも入会

しました。仕事の面では、1965 年にチャタヌーガ

で立ち上げたエンジニアリングコンサルティング会

社、Cambell & Associates の会長と CEO（最高経営

責任者）を務め、現在は同社の相談役となっていま

す。1 年間、RI 会長を務めるという今回の大きな責

務について、『The Rotarian』誌編集長ジョン・レゼッ

クがインタビューしました。

リーダーとして一番大切なルールは何でしょうか。

それを誰から学びましたか。

私にとって、リーダーとして一番大切なルールは、

聞き上手であることです。良きリーダーは、モチベー

ションを与え、励まし、仕事を任せ、やる気を引き

出し、うまくコミュニケーションを図れる人だと思

います。耳を傾けることで相手のニーズや望みをよ

りよく理解できます。

あなたのような立場の人が絶対にしないことは、何

でしょうか。

自分がしないようなことを人に頼むことは決して

ありません。

全てのロータリアンが持つべき、中核となる資質と

人格とは、どのようなものでしょうか。

最も大切な中核的価値観は「高潔性」です。高潔

性がなければ、何もないのと同じです。

インタビューの続きは https://www.rotary.org/

をご覧下さい。




